
 
 

東北における 6 次産業クラスター化戦略 

 

【要 旨】 

 

1．東北地域における農業・食品製造業・観光産業の現状と課題 

東北の農業、食品製造業、観光産業を地域内発型の相互に関連する産業群として、連携

や融合により新たな付加価値を生み出す一体的な「6 次産業」としてマクロ的に捉えると、

その規模は最も大きく、関連産業も含めた裾野の広い地域の最重要産業であると位置づけ

られる。各産業を個別にみても、農業では、農家数・農業人口が総世帯数・総人口の 1 割

強、食品製造業では製造業全体の出荷額は電気機械に次ぐ第 2 位の規模、観光産業では、

年間の延べ宿泊客数は 2,855 万人（東北の総人口の約 3 倍）と、域内の雇用や生産に占める

シェアは相応に大きく、全国的にも他の地域よりも集積がみられる産業である。 

しかし、一方で、これらの産業群は、長期的な趨勢をみると「衰退」と表現しても過言

ではないほどの危機的な状況に直面していることも否めない。 
 農業では、基幹作物である米が、消費量の減少と単価下落に直面し、有効な打開策を見

いだせないまま推移し、全体として、産出額や農家数の減少、従事者の高齢化、後継者難

といった、生産継続が困難となりかねない状況に陥りつつある。 
 食品製造業では、需要量が著しく減少している水産加工の比重が高いため、全体として、

事業所数・従業者数・出荷額が縮小傾向にある。また、有望分野の集積が乏しく、付加価

値も全国に比し低位にとどまっている。 
 観光産業では、宿泊客が横這いか減少傾向で推移しているうえ、北海道や九州に比べて

域内需要に依存する比率が高く、本格的なインバウンド対策は始まったばかりである。 

 いずれの産業においても、現状では手詰まり感、先行き不透明感があり、関係者の努力

にもかかわらず 10 年単位でみて低落に歯止めがかけられない状況をみると、個別産業の枠

内での改善努力には限界があると思わざるを得ない。特に、農業は、主たる担い手である

生業農家の資本力や経営力が乏しく、産業内部からのイノベーションに多くを期待できず、

他産業からの企業的経営ノウハウの導入なくして産業活力の再生は難しいとみられる。 

 今後、消費を牽引する年齢層の人口減少が全国以上に進むと予想される東北において、

農業、食品製造業、観光産業が新しい存立基盤を獲得し、生産規模や雇用を維持・拡大し

ていくためには、人口減少と高齢化、ライフスタイルや需要の変化を踏まえた高付加価値

化の実現が必須であり、3 つの産業間の連携や融合（6 次産業クラスター化：1 次、2 次、3

次産業の掛け算）の巧拙、域内外の関係者を巻き込んだダイナミックな連鎖反応の継続度

合いが、高付加価値化の達成程度を大きく左右するものと思われる。 

 
2．農産品・食品分野での高付加価値化戦略のあり方 

 東北には、規格品の大量生産を追求するのではなく、原料である農産品や製造工程での
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安全・安心の確保にこだわり、手作りや高感度という付加価値を商品のアピールポイント

とする生産者や優れた試験研究機関が少なからず存在する。しかし、未だ小規模かつ分散

的な動きにとどまっており、人材・技術・資本・情報等の基本となる生産要素は有機的な

連携を欠いたまま各地に散在しているのが実態と思われる。域内外のマーケットに対し、

東北全体として確たる価値・イメージを発信するに至っていないレベルに留まっていると

言えよう。インパクトのある広報・情報発信の実現が課題である。 
そのためには、個別の企業・産地単位での成功事例を積み上げていくと同時に、新商品

開発や新販売手法の担い手、高付加価値化に成功した企業・組織・人材が有機的に連携し、

東北の地域特性にフィットしたクオリティの高い商品を揃え、「オール東北」として域外に

浸透させていくマーケティング戦略・ブランド戦略が必要になってきている。 
上記プレーヤーの商品の核心的な共通特性は、「有機・減農薬」、「無添加」、「手作り」、「高

感度」の 4 つのキーワードであると思われ、これらを東北発の農産品・食品のクオリティ

の共通基準として設定することで、プロモーションのベクトルを揃えていくことが重要で

ある。 
 
3．観光分野での高付加価値化戦略の必要性 

 東北の観光産業は域内需要に依存した集客構造となっているため、今後、域内の人口減

少・高齢化が著しく進展し、市場自体の縮小が予想される中で、未来を見据えた新しい集

客戦略の必要性が高まってきており、国内他地域や海外との交流人口の増大が喫緊の課題

となってきている。 

 成熟化した国内市場向けには、最大消費者層である団塊の世代や女性の価値観に訴える

観光をアピールすることが、また、経済成長に伴い、今後、中産階級増加が見込まれる東

アジア市場向けには、彼らの間で根強い人気があると言われる温泉や、南国にはない四季

の風景（特に雪）といった、東北の豊かな自然景勝・気候風土を最大限活かせるよう修景

やホスピタリティでブラッシュアップした上で、「日本の原風景」を最大限に堪能できる地

域として積極的に情報発信し、認知度向上を目指すことが、集客戦略の基本になると想定

される。 

 新しい観光スタイルの提案や、東アジア市場向けマーケティングにより、域外から東北

に人を呼び込む、或いは、来てもらうためには、東北 6 県の産・学・官が連携して、ハー

ド・ソフト両面で、受け入れ体制・サポート体制整備に取り組む必要がある。併せて、域

外の大手旅客運送会社・旅行代理店等に対し、地域の観光産業に関わる企業や自治体が、

狭い地域での個別利害を超えて企画提案を行ったり、共同で観光ルートや旅行商品の開発

を行うことも必要になろう。 
 
4．東北における 6 次産業クラスター化戦略 

（1）戦略の前提となる「東北」ならではのアイデンティティの再確認 
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 農業、食品製造業、観光産業の手詰まり感を、産業間の融合により打開しようというア

イデアそのものは、東北に限らず適用可能なものであり、「東北」ならではの強み、差別化

要素をより前面に出して、他の地域では代替困難な、根源的な価値観のレベルから、もの

づくり、マーケティング、情報発信の戦略を構築していく必要がある。 

 アイデンティティの具体例として、太平洋から日本海に至るまでの変化に富み多様な地

形・風景・気候、森林地帯への積雪の恵みである清浄な水資源、これらがもたらす良質な

食材、独自な歴史・文化、実直かつ誠実な気質、ものづくりに適した粘り強さ、などが想

定される。 

（2）ブランド戦略 

 地域間競争の中で埋没せず明確なイメージを形成していくためには、ものづくりについ

ては、地域産品の徒な重複を避けた適地適作のベストミックス、原材料・品質・製法の標

準化手法を活用した高品質化・低コスト化、研究開発・衛生管理情報の共有化、共通のロ

ゴ・パッケージの使用など、観光については、広域に分散している温泉をひとつのコンセ

プトの下にパッケージ化した周遊商品の開発など、個別の利害を超え広域的な視点に立っ

た「オール東北」としての取り組み姿勢が必要になってくるものと思われる。また、6 次産

業化の成功事例についても、マスメディアを活用した報道キャンペーンを可能な限り連続

的・定期的に行っていくことは、当該事例の位置づけを「地方区」から「全国区」の水準

に引き上げ、東北が 6 次産業の先進地域であるとのイメージを確立するうえで効果的であ

ると思われる。 
（3）コンテンツ戦略 
 6 次産業クラスター化戦略の鍵を握るのは、農業・食品製造業・観光産業が融合した、高

品質かつ高感度な商品の充実、新しい観光スタイルの提案等のコンテンツ戦略の構築であ

る。商品面については、土・水、肥料・飼料にもこだわった産地特定の農産品（「有機・減

農薬」）、製造工程での安全・安心の確保にこだわる食品（「無添加」、「手作り」、「高感度」）

に対する「オール東北」での取り組みの一層の拡大が望まれる。観光スタイルについては、

農業体験、環境保護活動、歴史ロマン、グルメ等、旅行者自らが、五感・知識・人生観・

価値観を総動員して、東北の自然や風土の美しさ、文化の素晴らしさ・格好良さを学習・

再発見する、高感度で密度の濃い「アクティブ」な観光スタイルを提案していくことが重

要と思われる。また、飲食店、ホテル・旅館での、地場産の有機・減農薬、無添加の農産

品・食材を活用した料理の提供は、産業融合による新しい観光スタイルの一般旅行者向け

に分かりやすいコンテンツであり、運動に賛同し実践する現場の増加が期待される。 
（4）インフラ戦略 
上記のブランド戦略、コンテンツ戦略を有効に機能させる前提として、産業融合のため

の環境整備、長期永続的な供給体制の確保、人材育成、情報流通など、実際の企業活動を

側面支援するインフラ戦略を、「オール東北」のレベルで進めていく必要がある。 
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①県域・業種の枠を超えた横断的連携 
 4 つのキーワードに基づくものづくりを実践し、産業横断的発想で新しい取り組みに挑戦

し結果を出してきた、実績と信用のあるパイオニア的企業群、キーパーソンを支えもりた

てる仕組みづくりが望まれる。東北の経済界やオピニオンリーダーが中心になって、県域・

業種の枠を超えた横の連携をとりあえる機会を提供し、幅広い情報の共有化と相互活用を

実現できれば、産業融合を促進するうえで有効であろう。例えば、ハイテク分野では既に

実現されている産学官ラウンドテーブルや、優れた活動に対する表彰制度などの 6 次産業

版を新たに設けることも一案であろう。 
 また、直接ものづくり・サービス提供に携わっている企業・人材に焦点を当てるだけで

なく、専門分野を持ちながら、県域・業種の枠を超えて、プレーヤー同士を仲介したり協

働させる計画づくりなどを担っているコーディネーター・プロデューサー的な人材の層を

厚くしていくことも重要である。 
 さらに、広域的連携を効率的に進めていくための、交通インフラの整備も目配りを忘れ

てはならない政策課題であろう。 
②サポート体制の充実 

 6 次産業のコンテンツを、特定の地域の、一部企業による、単発的・一過性のヒット商品

提供に終わらせることなく、長期持続的・安定的に供給していくためには、高度な生産・

品質管理、研究開発、マーケティング面での総合的な能力が従来以上に要求されることに

なると思われる。これらの能力は、限られた企業・組織・人材だけで担いきれるものでな

く、「オール東北」での補完体制・支援体制の充実が望まれる。 
ものづくり（農業・食品製造業）に対する自治体、大学、農業・工業試験場による、研

究開発、新商品開発、生産・品質管理面等でのバックアップと同時に、観光産業に対して

も、自治体、大学、経済団体等による、観光接客現場の対応力やマネジメント力強化のた

めの、研修・人材育成のプログラム提供等が、それぞれ望まれる。さらに、6 次産業に関連

する企業活動を支える金融機関の資金提供・情報提供・マッチングの機能も充実させてい

くことが望まれる。 
 
【執筆：東北支店産業集積研究チーム（e-mail：tohoku@dbj.go.jp）】 
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の
観

光
産

業
・
域

内
総

生
産

の
3
%
程

度
、

波
及

効
果

を
含

め
る

と
7
%
程

度
（
0
5
年

）
・
観

光
資

源
：
特

Ａ
・
Ａ

級
5
9
ヶ

所
、

う
ち

自
然

系
4
4
ヶ

所
。

全
国

：
特

Ａ
・
Ａ

級
4
3
6
ヶ

所
、

う
ち

自
然

系
2
5
1
ヶ

所
・
延

べ
宿

泊
客

数
：
東

北
2
,8

5
5
万

人
（
全

国
シ

ェ
ア

9
%
）
、

九
州

3
,2

9
7
万

人
、

北
海

道
2
,4

9
6
万

人
（
0
7
年

）
・
宿

泊
旅

行
者

の
域

内
比

率
：
東

北
4
6
%
、

九
州

3
8
%
、

北
海

道
3
0
%

・
宿

泊
客

は
横

這
い

か
減

少
傾

向
。

国
内

外
か

ら
の

誘
客

が
課

題
（
外

国
人

宿
泊

客
2
%
）

→
　

宿
泊

客
数

：
0
6
年

度
／

9
6
年

度
対

比
で

東
北

0
.9

4
、

全
国

1
.0

8
→

　
温

泉
宿

泊
利

用
人

数
：
0
5
年

度
／

0
1
年

度
対

比
で

0
.8

7
、

全
国

1
.0

0

問
題

意
識

②
～

農
・
食

：
安

全
・
安

心
を

核
と

す
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
の

必
要

性

・
東

北
で

は
、

食
の

安
全

・
安

心
に

こ
だ

わ
る

生
産

者
が

存
在

す
る

が
、

小
規

模
分

散
。

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

広
報

・情
報

発
信

が
課

題
。

・
新

商
品

開
発

や
新

販
売

手
法

の
担

い
手

、
高

付
加

価
値

化
に

成
功

し
た

企
業

・組
織

が
有

機
的

に
連

携
し

、
東

北
の

地
域

特
性

に
フ

ィ
ッ

ト
し

た
ク

オ
リ

テ
ィ

の
高

い
商

品
を

揃
え

、
「オ

ー
ル

東
北

」
と

し
て

域
外

に
浸

透
さ

せ
て

い
く
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

が
必

要
。

・
「有

機
・減

農
薬

」、
「無

添
加

」
、

「手
作

り
」、

「高
感

度
」
の

４
つ

の
キ

ー
ワ

ー
ド

を
、

ク
オ

リ
テ

ィ
の

共
通

基
準

と
し

て
ア

ピ
ー

ル
す

る
必

要
。

問
題

意
識

③
～

観
光

：
域

内
人

口
減

少
・
高

齢
化

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

中
で

、
未

来
を

見
据

え
た

新
戦

略
の

必
要

性

・人
口

減
少

・
高

齢
化

が
著

し
く
進

展
す

る
東

北
で

は
、

国
内

外
と

の
交

流
人

口
増

大
が

課
題

。
・成

熟
化

し
た

国
内

市
場

向
け

に
は

、
最

大
の

消
費

者
層

で
あ

る
団

塊
の

世
代

や
女

性
の

価
値

観
に

訴
え

る
観

光
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

必
要

。
・経

済
成

長
に

伴
い

、
今

後
、

中
産

階
級

増
加

が
見

込
ま

れ
る

東
ア

ジ
ア

市
場

向
け

に
は

、
雪

や
温

泉
等

の
従

来
型

観
光

資
源

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

「
日

本
の

原
風

景
」を

ア
ピ

ー
ル

す
る

必
要

。
・６

県
の

産
学

官
が

連
携

し
て

、
受

け
入

れ
体

制
・
サ

ポ
ー

ト
体

制
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
Ｊ

Ｒ
東

日
本

、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
等

に
企

画
提

案
、

共
同

で
商

品
開

発
し

て
い

く
必

要
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ク

ラ
ス

タ
ー

形
成

の
イ

メ
ー

ジ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
～

高
付

加
価

値
化

に
成

功
し

た
企

業
・
組

織
を

核
と

す
る

「農
」「

食
」「

観
光

」産
業

の
協

働
・集

積
、

域
内

外
の

関
係

者
を

巻
き

込
ん

だ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

連
鎖

反
応

の
継

続
～

（例
１

）
宮

城
県

「鳴
子

の
米

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
・
大

崎
市

鳴
子

で
、

古
川

農
業

試
験

場
が

開
発

し
た

寒
冷

地
に

適
し

た
減

農
薬

米
を

栽
培

し
、

地
元

温
泉

旅
館

に
食

材
提

供
、

直
売

所
等

で
販

売
。

ま
た

、
隣

接
し

て
い

る
登

米
地

域
に

お
い

て
も

、
環

境
保

全
米

（
有

機
・
減

農
薬

）
の

作
付

け
を

拡
大

し
、

大
手

ス
ー

パ
ー

経
由

で
高

単
価

で
の

全
国

流
通

に
成

功
。

こ
れ

ら
の

動
き

を
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
が

報
道

　
→

　
将

来
期

待
で

き
る

展
開

：
平

泉
の

世
界

遺
産

登
録

後
、

鳴
子

温
泉

が
平

泉
観

光
の

宿
泊

機
能

を
補

完
。

有
機

・
減

農
薬

米
の

食
材

提
供

に
よ

り
、

農
業

生
産

者
の

経
済

基
盤

を
強

化

（例
２

）
山

形
県

「食
の

都
庄

内
」

・
鶴

岡
の

伊
料

理
店

シ
ェ

フ
が

、
地

元
の

伝
統

野
菜

等
を

、
メ

デ
ィ

ア
・
自

治
体

親
善

大
使

活
動

を
通

じ
全

国
発

信
。

山
形

大
学

農
学

部
が

支
援

。
大

手
鉄

道
会

社
の

観
光

案
内

に
も

掲
載

。
ま

た
、

周
辺

地
域

に
は

、
無

添
加

・
手

作
り

に
こ

だ
わ

る
酒

造
・
漬

物
・
畜

産
メ

ー
カ

ー
も

集
積

→
　

将
来

期
待

で
き

る
展

開
：
北

前
船

貿
易

で
栄

え
た

出
羽

庄
内

（
秋

田
～

鶴
岡

）
の

観
光

振
興

を
図

る
新

し
い

動
き

と
の

融
合

、
故

・
藤

沢
周

平
（
鶴

岡
出

身
）
ゆ

か
り

の
観

光
地

巡
り

、
農

業
生

産
者

訪
問

・
農

業
体

験
等

の
「
ア

ク
テ

ィ
ブ

」
観

光
の

拡
大

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
東

北
に

お
け

る
６

次
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

化
戦

略

１
．

ブ
ラ

ン
ド

戦
略

＝
「
東

北
」
な

ら
で

は
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
活

か
し

た
、

も
の

づ
く
り

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
情

報
発

信
　
①

原
材

料
・品

質
・
製

法
の

標
準

化
、

研
究

開
発

・
衛

生
管

理
情

報
の

共
有

化
、

共
通

の
ロ

ゴ
・
パ

ッ
ケ

ー
ジ

　
②

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
、

６
次

産
業

化
成

功
事

例
の

報
道

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

２
．

コ
ン

テ
ン

ツ
戦

略
＝

農
業

・
食

品
製

造
業

・
観

光
産

業
が

融
合

し
た

、
高

品
質

・
高

感
度

な
商

品
の

充
実

、
新

し
い

観
光

ス
タ

イ
ル

の
提

案
　
①

土
・水

、
肥

料
・飼

料
か

ら
こ

だ
わ

っ
た

産
地

特
定

の
農

産
品

（「
有

機
・減

農
薬

」
）、

製
造

工
程

で
の

安
全

・安
心

の
確

保
に

こ
だ

わ
る

食
品

（「
無

添
加

」、
「手

づ
く
り

」、
「高

感
度

」
）　

（４
つ

の
キ

ー
ワ

ー
ド

）
　
②

五
感

・知
識

を
総

動
員

し
て

学
習

す
る

、
高

感
度

で
密

度
の

濃
い

「ア
ク

テ
ィ

ブ
」
観

光
（農

業
・エ

コ
体

験
、

歴
史

ロ
マ

ン
、

グ
ル

メ
）

　
③

飲
食

店
、

ホ
テ

ル
・
旅

館
で

の
、

地
場

産
の

有
機

・
減

農
薬

、
無

添
加

の
農

産
品

・食
材

を
活

用
し

た
料

理
提

供

３
．

イ
ン

フ
ラ

戦
略

＝
オ

ー
ル

東
北

で
の

取
り

組
み

（
産

業
融

合
の

た
め

の
環

境
整

備
、

長
期

永
続

的
な

供
給

体
制

確
保

、
人

材
育

成
、

情
報

流
通

）
　
①

県
域

・業
種

の
枠

を
超

え
た

横
断

的
連

携
　

　
・実

績
と

信
用

の
あ

る
パ

イ
オ

ニ
ア

的
企

業
群

、
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

支
え

も
り

た
て

る
仕

組
み

作
り

、
情

報
の

共
有

化
と

相
互

活
用

。
　

　
e.

g.
　

経
済

団
体

に
よ

る
６

次
産

業
版

ラ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

の
設

置
・表

彰
制

度
　

　
･業

種
間

・地
域

間
連

携
を

進
め

る
た

め
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

（二
次

交
通

体
系

等
。

e
.g

.　
新

幹
線

か
ら

の
横

の
つ

な
が

り
）や

６
次

産
業

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
養

成
と

活
用

　
②

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
充

実
　

　
・自

治
体

、
大

学
、

農
業

・工
業

試
験

場
に

よ
る

、
研

究
開

発
、

新
商

品
開

発
、

生
産

・品
質

管
理

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
　

　
・自

治
体

、
大

学
、

経
済

団
体

等
に

よ
る

、
観

光
接

客
現

場
の

対
応

力
や

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
強

化
の

た
め

の
、

研
修

・人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

（新
し

い
観

光
を

支
え

る
知

識
・情

報
の

蓄
積

・啓
蒙

　
→

　
観

光
学

部
・学

科
設

置
）

　
　

・金
融

機
関

に
よ

る
資

金
供

給
・情

報
提

供
・
マ

ッ
チ

ン
グ

 v



 
 

 vi
 

１
．

経
済

環
境

２
．

６
次

産
業

の
規

模
、

特
徴

１
－

１
　

需
要

構
造

２
－

１
　
産

業
別

シ
ェ
ア

、
６
次

産
業
の

ウ
ェ

イ
ト

１
－

２
　
給

与
所
得

者
一

人
あ
た

り
給
与

総
額
の

推
移

２
－

２
　
産

業
別

移
輸
出

比
率

、
粗

付
加

価
値

額

１
－

３
　
人

口
の
将

来
予
測

（単
位

：
千

人
）

東
北

地
域

の
経

済
環

境
と

６
次

産
業

の
現

状

（
単

位
：
億

円
、

％
）

東
北

全
国

構
成

比
特

化
計

数
構

成
比

内
生

部
門

　
計

（
中

間
投

入
）

a
2
6
3
,2

1
4

7
2
.3

%
0
.8

5
4
,3

9
4
,0

4
6

8
5
.1

%
地

域
内

最
終

需
要

　
計

b
3
6
4
,1

8
5

1
0
0
.0

%
1
.0

0
5
,1

6
1
,5

6
4

1
0
0
.0

%
家

計
外

消
費

支
出

1
1
,1

5
3

3
.1

%
0
.8

2
1
9
1
,7

1
2

3
.7

%
民

間
消

費
支

出
1
8
6
,8

3
3

5
1
.3

%
0
.9

4
2
,8

0
9
,9

0
2

5
4
.4

%
政

府
消

費
支

出
c

6
3
,2

2
5

1
7
.4

%
1
.0

5
8
5
7
,0

6
2

1
6
.6

%
総

固
定

資
本

形
成

1
0
1
,6

0
2

2
7
.9

%
1
.1

1
1
,3

0
0
,1

2
1

2
5
.2

%
公

的
資

本
形

成
d

3
5
,6

0
6

9
.8

%
1
.4

1
3
5
8
,2

9
0

6
.9

%
民

間
固

定
資

本
形

成
6
5
,9

9
6

1
8
.1

%
0
.9

9
9
4
1
,8

3
1

1
8
.2

%
在

庫
純

増
1
,3

7
3

0
.4

%
7
.0

3
2
,7

6
7

0
.1

%
輸

出
e

2
7
,0

8
8

7
.4

%
0
.6

7
5
7
4
,8

6
7

1
1
.1

%
移

出
f

1
5
9
,1

6
4

4
3
.7

%
0
.0

%
地

域
内

需
要

　
合

計
g=

a+
b
+
e
+
f

8
1
3
,6

5
1

2
2
3
.4

%
1
.1

4
1
0
,1

3
0
,4

7
6

1
9
6
.3

%
輸

入
（
控

除
）

h
-
3
2
,2

1
4

-
8
.8

%
0
.8

4
-
5
4
1
,6

1
2

-
1
0
.5

%
移

入
（
控

除
）

i
-
1
8
2
,9

7
2

-
5
0
.2

%
0
.0

%
地

域
内

生
産

額
g+

h
+
1

5
9
8
,4

6
6

1
6
4
.3

%
0
.8

8
9
,5

8
8
,8

6
5

1
8
5
.8

%
（
政

府
部

門
　

計
）

c
+
d

9
8
,8

3
0

2
7
.1

%
1
.1

5
1
,2

1
5
,3

5
2

2
3
.5

%
（
域

際
収

支
）

e
+
f+

h
+
i

-
2
8
,9

3
4

-
7
.9

%
-
1
2
.3

3
3
3
,2

5
5

0
.6

%
(資

料
）
総

務
省

「
産

業
連

関
表

」
、

東
北

経
済

産
業

局
「
平

成
1
2
年

　
東

北
地

域
産

業
連

関
表

」

（
単

位
：
千

円
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沼
湿

原
、

五
色

沼
、

三
条

ノ
滝

、
三

春
滝

ザ
ク

ラ
、

大
内

宿
、

相
馬

野
馬

追
、

尾
瀬

沼

0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

3
,0

0
0

4
,0

0
0

5
,0

0
0

6
,0

0
0

7
,0

0
0

8
,0

0
0

サービス業

政府サービス生産者

不動産業

卸・小売業

観光産業（波及効果・付加価値）

運輸・通信業

建設業

金融・保険業

電気機械

電気・ガス・水道業

食料品

観光産業（試算）

その他製造業

農業

対家計民間非営利サービス

一般機械

一次金属

化学

金属製品

輸送用機械

窯業・土石製品

パルプ・紙

石油・石炭製品

精密機械

水産業

林業

鉱業

繊維

単
位

:十
億

円

出
所

：
平

成
1
7
年

度
県

民
経

済
計

算
、

各
県

観
光

統
計

（
東

北
６

県
）

1
9
,5

8
4

1
9
,6

1
8

1
9
,9

5
3

2
0
,1

2
4

1
8
,0

4
6

1
7
,8

8
8

1
8
,8

6
4

2
0
,5

5
1

2
2
.9

%

2
3
.7

%

2
4
.2

%

2
4
.7

%

2
6
.3

%

2
5
.4

%

2
3
.8

%

2
2
.8

%

1
6
,5

0
0

1
7
,0

0
0

1
7
,5

0
0

1
8
,0

0
0

1
8
,5

0
0

1
9
,0

0
0

1
9
,5

0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,5

0
0

2
1
,0

0
0

H
1
1
/
3
末

H
1
2
/
3
末

H
1
3
/
3
末

H
1
4
/
3
末

H
1
5
/
3
末

H
1
6
/
3
末

H
1
7
/
3
末

H
1
8
/
3
末

2
1
.0

%

2
2
.0

%

2
3
.0

%

2
4
.0

%

2
5
.0

%

2
6
.0

%

2
7
.0

%
宿

泊
利

用
人

員

定
員

稼
働

率

出
所

：
環

境
省

「
温

泉
利

用
状

況
」

（
千

人
）
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 x

手
新

し
い

製
品

、
販

売
・
経

営
手

法
、

組
織

・
担

い

 

国
内

の
農

業
、

食
品

製
造

業
、

観
光

産
業

を
取

り
巻

く
環

境
、

６
次

産
業

化
の

現
状

、
東

北
の

事
例

○
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

、
価

値
観

、
嗜

好
凡

例

東
北

の
事

例
今

ま
で

の
主

た
る

関
係

性
新

し
い

関
係

性
現

状
薄

い
が

拡
大

余
地

あ
る

関
係

性

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

生
産

１
次

産
業

輸
出

２
次

産
業

３
次

産
業

消
費

　
　

○
６

次
産

業
化

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

環
境

（
１

次
×

２
次

×
３

次
）

消
費

者

小
売

販
売

観
光

産
業

観
光

卸
売

食
品

製
造

業

農
業

品 ・ 食 品

手 作 り 、 高 感 度 の 農 産

有 機 ・ 減 農 薬 、 無 添 加

＜
２

次
×

３
次

＞
小

岩
井

農
場

（
岩

手
）
、

ニ
ッ

カ
ウ

ヰ
ス

キ
ー

仙
台

工
場

（
宮

城
）
、

酒
蔵

、
ワ

イ
ナ

リ
ー

他

　 　
　

　
　

東
北

　
　

　
→

　
P

Rが
誇

る
有

形
・
無

形
の

観
光

資
源

ツ
ー

ル
：
世

界
遺

産
（
白

神
、

平
泉

）

＜
１

次
×

２
次

＞
一

の
蔵

（
宮

城
）
、

十
文

字
チ

キ
ン

カ
ン

パ
ニ

ー
（
岩

手
）
、

ポ
ー

ク
ラ

ン
ド

（
秋

田
）
、

平
田

牧
場

、
セ

ゾ
ン

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

（
山

形
）
、

エ
ゴ

マ
豚

（
福

島
）
他

＜
１

次
×

２
次

＞
域

外
企

業
カ

ゴ
メ

小
名

浜
菜

園
（
福

島
）
、

ア
サ

ヒ
ビ

ー
ル

の
ワ

イ
ナ

リ
ー

（
山

形
）
他

　 　 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
自

然
景

勝

　
　

　
　

　
歴

史
・
文

化

　
　

　
農

　
家

農
業

生
産

法
人

、
株

式
会

社
参

入

工
　

場
　 　

　
　

農
　

協
道

の
駅

　 　
飲

食
・
物

販
　

　
料

理
人

　 ホ
テ

ル
旅

館

　
　

　
　

　
　

「
食

」
需

要
の

変
化

　
　

　
　

　
　

（
世

帯
ベ

ー
ス

）

食
品

ス
ー

パ
ー

生
　

協

　
中

品
質

　
低

価
格

添
加

物
、

保
存

、
フ

ァ
ス

ト

　
高

品
質

適
正

価
格

無
添

加
、

「
旬

」
、

ス
ロ

ー

「
食

」
の

安
全

・
安

心
志

向
（
国

産
シ

フ
ト

）
、

健
康

意
識

の
高

ま
り

（
脱

メ
タ

ボ
、

生
活

習
慣

病
）

「
食

」
生

活
の

欧
米

化
効

率
性

、
利

便
性

の
追

求

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
宅

配
・
通

信
販

売

　
　

　
　

　
　

「
観

光
」
需

要
の

変
化

名
所

社
仏

信
仰

伝
統

旧
跡

、
神

閣
、

山
岳

、
祭

り
、

芸
能

　
気

候
（
雪

）
、

風
土

（
田

畑
、

山
河

、
森

林
、

海
、

島
）
、

e
tc

.

温
泉

、
テ

ー
マ

パ
ー

ク
、

ス
キ

ー
、

ゴ
ル

フ
、

e
tc

.

団
体

低
価

格
名

所
旧

跡
、

自
然

、
温

泉

個
人

適
正

価
格

グ
ル

メ
、

歴
史

ロ
マ

ン
、

田
舎

生
活

規
格

大
量

生
産

、
均

一
性

→
個

性
、

多
様

性
、

「
生

活
の

質
」

（
Q

O
L
）
重

視

Ｊ
Ｒ

東
日

本
Ｊ

Ｔ
Ｂ

リ
ク

ル
ー

ト
e
tc

.

「
モ

ノ
」
よ

り
も

「
ソ

フ
ト

」
（
物

語
、

カ
ル

チ
ャ

ー
）

重
視

、
精

神
の

豊
か

さ
追

求

東
ア

ジ
ア

市
場

～
中

産
階

級
の

出
現

、
増

加
～

　
　

　
団

塊
世

代
、

女
性

が
中

心
L
O

H
A

S
、

ス
ロ

ー
ラ

イ
フ

、
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
、

エ
コ

、
交

流
、

伝
統

再
評

価
、

家
族

、
e
tc

.

文
学

（
西

行
、

芭
蕉

、
藤

沢
周

平
）

武
士

道
（
義

経
、

政
宗

、
鷹

山
、

e
tc

.）

藤 原 三 代

民
俗

学
（

男
）
、

東
北

学
（
赤

坂
憲

雄柳
田

国

）

五
感

、
知

識
総

動
員

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

観
光

（
農

業
・
エ

コ
体

験
、

歴
史

ロ
マ

ン
、

グ
ル

メ
）

＜
１

次
×

３
次

＞
鳴

子
の

米
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
宮

城
）
、

「
ア

ル
・
ケ

ッ
チ

ャ
ー

ノ
」
（
山

形
）
、

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
（
各

地
）
他

「
環

境
保

全
米

（
有

機
、

減
農

薬
栽

培
）
」
（
宮

城
県

登
米

地
域

他
）

＜
１

次
×

３
次

＞
直

売
所

、
産

直
ネ

ッ
ト

あ
・
ら

・
伊

達
な

道
の

駅
（
宮

城
）
、

清
川

屋
（
山

形
）
他

り
ん

ご
（
青

森
）
他


